
虎ノ門ニュース(2021年1月27日 DHCテレビ)
正当防衛でも中国海警に武器使用できない日本

1月27日に放送された虎ノ門ニュースでジャーナリストの井上和彦氏が2
月から中国が施行する中国海警法（外国船が中国の管轄する海域で違法に活
動し、停船命令に従わない場合は武器を使う）に警鐘を鳴らした。
井上氏は「2月から中国海警は軍の一部として出てくるが、日本の海保は

法的には正当防衛であっても法的に外国軍艦・各国政府所有の船舶が攻撃し
てきても武器使用ができない恐ろしい状況。しかも中国は15年から軍艦だっ
た船を海警船に再利用し始めたことで、中国の海警船数は日本の2倍になっ
てる…これと日本は向合っていかないといけない」と日本の現状を説明。
井上氏は中国への対抗策として「海上自衛隊の若年退職者を海上保安庁に

再就職してもらってはどうか？また使用可能でも30年退役の海自船を海上
保安庁にまわしてはどうか？これくらいのことをやらないとダメだと思う」
を提案。また『少子化で船乗りが少ないので使える人達に海の守りについて
もらいたい。また海自船は対潜水艦用に造られてるので中国の潜水艦対策も
できる』とこの案のメリットは大きさを説明。
そして『中国は日本の出方を見てるので適応する対策をとるべき。遺憾砲

ではダメ』と日本はやるべきことはやるべきと訴えた。
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2021年1月27日（参議院予算委員会）

コロナ確認後の予算委員会で立憲民主党は桜4時間半・コロナ7分/共産党は桜2時間半・コロナ3分
菅総理就任後の予算委員会の立憲は学術会議6時間半・コロナ1時間/共産は学術会議2時間・コロナ30分

日本でコロナ確認後から1年経過し国会はやっと全政党がコロナに時間を割くようになるも
立憲共産党は相変わらず建設的提案はほぼなく批判や難癖に一辺倒。恥を知るべき
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